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科目の概要

本科目は社会人基礎力及びpisa型学力の基礎となる専門的な知識と技能を身に付け、保育士・幼稚園教諭・小学校教諭
として、人々の生活を子育ての面から支援できる人材を育成する科目に位置づけられる。英語によるコミュニケーショ
ンの土台となる英文法の最重要な基礎知識を学び、実際に「聞く・話す・書く・読む」活動を通して、得た文法知識を
活用しながら定着を目指す。(DP①③)

学修内容 到達目標

① 基礎的な英文法を身に付け、語彙力を高める。
② 英語のリスニング力を高める。
③ 英語のスピーキング力を高める。
④ 英語のライティング力を高める。
⑤ 英語のリーディング力を高める。

① 基礎的な英文法と語彙を身に付け英語力を強化する。
② 英語を聞き取ることができる。
③ 英語で自己表現ができる。
④ 語順やスペリング、表記等に配慮して正しく英文を書
くことができる。
⑤ まとまった英文を読み、大意をつかむことができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 指示に関わらず、自ら学修を進めることができる。

働きかけ力

実行力 困難に直面しても諦めずに最後まで目標達成に向けて努力を続けられる。

考え抜
く力

課題発見力 常に自らの学修を振り返り、課題を見つけることができる。
自己のみでなく集団の学習に資するために課題を発見することができる。

計画力

創造力 発見した課題を解決する方法を創意工夫することができる。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自らの意見を相手に配慮して伝える努力、工夫をすることができる。
臆することなく英語による発話をし、自らのみならず集団の学びに貢献することができる。

常に相手を理解しようとする気持ちで、耳を傾けることができる。

・提出物を期限厳守で必ず提出することができる。
・授業でのマナー、ルールを守り、ペアワークやグループワークで参加者全員が最大限の学びが得られるように自ら判
断して協力的に行動できる。

テキスト及び参考文献

Grammar Plus -Second Edition- Andrew E.Bennet, Toru Komiya 南雲堂
他、配布資料

他科目との関連、資格との関連

「英語」は外国語分野の基礎となる科目で、英文法の基礎知識を身に付け、獲得した知識・技術を「英会話」で活用す
る。また、教科指導法における「小学校英語」「外国語（英語）教育法」履修の基礎的な資質・能力を育成することと
なる。
本科目は、教職・保育士免許（選択必修）に該当する。

学修上の助言 受講生とのルール
・予習では、次時の授業で学習する単元の練習問題に必ず取り組んでくださ
い。また指示に関わらず、授業参加に必要な語彙表現を調べてください。
・英語を身に付けるには、長期に渡る不断の努力が必要です。すぐに成果が
見られなくても努力を続ける態度を評価します。成果が感じられなくても諦
めずに、前向きに取り組んでください。

・授業に集中し、居眠り、おしゃべり、よそ事をしない。
・授業に参加していないと判断した場合は、欠席扱いとなります。
・テキストと辞書は必ず用意すること。電子辞書持参を推奨する。
・欠席等でプリントがない場合は、友達にコピーさせてもらうか研究室に取りに来るなど、事前
に手に入れて授業に臨むこと。
・10分以上の遅刻は欠席扱い、３回の遅刻は１回の欠席扱いとなります。
・遅刻した時は、必ず理由を説明してから着席すること。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

（S）授業中の活動、発言が積極的で受講態度が極めて良
好である。
レポート、日常課題、成果発表で90%以上の成果を上げら
れる。
(A)授業中の活動、発言が積極的で極めて良好である。
レポート、日常課題、成果発表80%以上の成果を上げられ
る。

（B）受講態度がよく、減点項目がない。
レポート、日常課題、成果発表で極めて70%以上の成果を
上げられる。
（C） 受講態度がよく、減点項目がない。
レポート、日常課題、成果発表で60%以上の成果を上げら
れる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

50

学習を通して獲得した知識を活用してスピーチ原稿を書いたり、他者の書いた原稿を読ん
で意見を述べることができる。

【原稿評価基準】
30点：豊富な語彙表現が使われておりミスがなく、内容が工夫され極めて優れている。情
報量が多い。
20点：基本的な語彙表現が正しく使われており、文法的な重大ミスがない。最低限の分量
が書かれている。
10点：語順等の意味が通じない重大ミスがあり、分量が少ない。努力は認められる。

これに加え、授業中の４技能の演習の積極性を20点満点で加算する。

②

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

① ✓

40

提示された英文等を暗唱し、口頭で規定時間内に適切に表現することができる。
【評価基準】
全部で10課題が出され、各２点として全部合格すると20点満点となる。

スピーチ原稿を聴衆を意識して、正しい発音、抑揚、強勢で発表することができる。
【評価基準】
20点：正しい発音、抑揚、強勢で自然なスピーチができる。
　　　聴衆を意識した適切な声で、原稿は全く見ないか時々見る程度。
10点：正しい発音、抑揚、強勢に多少のミスがあるものの伝わる英語でスピーチができる。聴衆を意識した適切
な声で、原稿は全く見ないか時々見る程度。
 5点：発音、抑揚、強勢が正しいにも関わらず、小声で原稿を読むなど、全体的に聴衆を意識した発表になって
いない。
 0点：発音、抑揚、強勢に重大なミスが多く伝わらない。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

主体性：指示に関わらず、自ら学修を進めることができる。予習を怠らない。
実行力：課題や活動に最後まで取り組む。
課題発見力：常に自らの学修を振り返り、課題を見つけることができる。
創造力：自らの英語力向上や成果発表のために学習方法を創意工夫することが
できる。
発信力：相手に意図が正しく伝わるように発話を工夫する。
傾聴力：講義や対話相手の発話を理解しようとする。
規律性：課題やその他の提出物の未提出が見られる場合は5点を減点する。授業
でのマナー、ルールを守り、ペアワークやグループワークで参加者全員が最大
限の学びが得られるように自ら判断して協力的に行動できる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



（B）受講態度がよく、減点項目がない。
レポート、日常課題、成果発表で極めて70%以上の成果を
上げられる。
（C） 受講態度がよく、減点項目がない。
レポート、日常課題、成果発表で60%以上の成果を上げら
れる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
（授業の進め方）
講義：英語、英語学習
について知る。
４技能の訓練：英語に
よる自己紹介をする。

1．講義
2．演習
3. ディスカッション

・本科目を学習してい
く上での個人目標を設
定することができる。
・英語を使って活動で
きる。

（予習）英語による自
己紹介の準備
（復習）本科目学修の
個人目標の設定（提
出） 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

４技能の訓練
 1.be動詞　2.現在形

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキストpp.8
～10, 14～16の予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出） 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

４技能の訓練
 3.過去形　4.代名詞

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキスト
pp.20～22, 26～28の
予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

４技能の訓練
 5.前置詞　6.進行形

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキスト
pp.32～34, 38～40の
予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

４技能の訓練
 7.名詞と冠詞　8.助
動詞

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキスト
pp.44～46, 50～52の
予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

４技能の訓練
 9.提案と命令　10.未
来形

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキスト
pp.56～58, 62～64の
予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

４技能の訓練
 11.疑問文と付加疑問
文　14.副詞

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキスト
pp.68～70, 86～88の
予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

４技能の訓練
 12.形容詞　13.比較

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキスト
pp.74～76, 80～82の
予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

４技能の訓練
 15.不定詞　16.動名
詞

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキスト
pp.92～94, 98～100の
予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

４技能の訓練
 17.接続詞　18.受動
態

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキスト
pp.104～106, 110～
112の予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

４技能の訓練
 20.形容詞節　24.現
在完了

講義、演習、ペアまた
はグループワーク
1．文法知識習得
2．演習（文法）
3．スキル別演習
（Listening・
Speaking・Writing・
Reading）

・英語を使って活動で
きる。
・学修した内容を活用
してレポートが作成で
きる。

（予習）テキスト
pp.122～124, 146～
148の予習
（復習）学修した内容
を活用してのレポート
作成（提出）

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

４技能の訓練
 23.名詞節
スピーチ原稿作成
（１）
個々にスピーチ原稿を
作成し、ペア等で意見
交換しながらより良い
ものにしていく。

講義、演習、ペアまた
はグループワーク

・英語を使って活動で
きる。
・スピーチ発表に向け
て復習し、自ら積極的
に準備ができる。

（予習）テキスト
pp.1440～142の予習,
スピーチ原稿作成に必
要な語彙、文法の予
習、発音練習
（復習）スピーチ原稿
の作成、推敲

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

４技能の訓練
スピーチ原稿作成
（２）と発表に向けて
練習（ペアまたはグ
ループワーク）

講義、演習、ペアまた
はグループワーク、発
表

・英語を使って活動で
きる。
・スピーチ発表に向け
て復習し、自ら積極的
に準備ができる。

（予習）スピーチ発表
の練習
（復習）スピーチ内容
の精査と必要な語彙、
文法の習得 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

４技能の訓練
スピーチ発表、やり取
り、振り返り

講義、発表、演習、ペ
アまたはグループワー
ク、フィードバック

・英語を使って活動で
きる。
・スピーチ発表の到達
目標を達成できるよう
努力する。

（予習）スピーチ発表
の練習
（復習）スピーチを振
り返り課題と解決策を
見つける。 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

４技能の訓練
スピーチ発表、やり取
り、振り返り

講義、発表、演習、ペ
アまたはグループワー
ク、フィードバック

・英語を使って活動で
きる。
・スピーチ発表の到達
目標を達成できるよう
努力する。

（予習）スピーチ発表
の練習
（復習）スピーチを振
り返り課題と解決策を
見つける 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


